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SEINデータのインポート
SEIN PLUS‐2次部材/Sをダブルクリックで起動します。

【SEIN PLUS‐2次部材/S 起動直後の画面】



上部メニュー から [ファイル] ー [Seinデータより新規作成]を選択します。

SEINデータのインポート



参照ボタンより、SEINデータの保存先フォルダの中にある拡張子「titleファイル」を選択します。
※ 拡張子「titleファイル」はSEINのモデル化時に自動で作成されます。
※ 拡張子「titleファイル」 をSEIN PLUS‐2次部材/Sのアイコン にドラッグ&ドロップで
も本画面が表示されます。

SEINデータのインポート



ここで、大梁タイプで入力した小梁がある場合、その小梁符号の頭文字を指定できます。
同様に大梁タイプで入力した片持梁がある場合、その片持梁の符号を指定します。
符号は「 , 」カンマで区切って指定します。 例） B,Ba
※符号は半角・全角を識別します。SEIN La CREAで全角入力した場合は全角で符号の頭文字を
指定することでインポートできます。

SEINデータのインポート（必要な場合のみ）



読込む範囲を設定します。

SEINデータのインポート（必要な場合のみ）

[ 全ての部材を登録 ] のままとします。 [ 詳細設定 ] にチェックを入れます。
階・通り・符号で絞り、読込みを行う場合は範囲を指定します。
符号指定は「 , 」カンマで区切って指定します。例） B1,B2,Ba3

【 全体を読込む場合 】 【 読込む範囲を設定する場合 】



デフォルト値設定
設定した内容でデータを読込みます。
※後から変更もできますので、そのままでも構いません。

SEINデータのインポート（必要な場合のみ）



共通条件設定
設定した内容でデータを読込みます。
※後から変更もできますので、そのままでも構いません。

SEINデータのインポート（必要な場合のみ）



[OK]をクリックし、読込み実行をします。
読込み時に計算を実行します。

SEINデータのインポート



読込み直後の画面 小梁がモデルエリア内で色付きで強調表示されます。
（本モデルは緑色で表示）
※強調表示されていない場合、小梁の読込みが出来ていません。
再度、上部メニューから [ファイル] － [Seinデータより新規作成] から読込みを行って下さい。

SEINデータのインポート



モデルエリア内で「黄色で表示されている小梁」の情報が各エリアとリンクし表示します。

【モデルエリア】

【検討部材リスト】

【入力エリア】

【荷重入力エリア】

【メッセージエリア】

メイン画面説明



データの読み込み時に計算を実行しているので、入力エリア（部材検討）内の「入力」タブから
「検討結果」タブへ切り換えると計算結果の確認ができます。

【モデルエリア】

【検討部材リスト】

【入力エリア】

【荷重入力エリア】

【メッセージエリア】

結果確認



「検討結果」タブで結果を確認します。
※切り替え時にメッセージが出た場合、「入力」タブへ戻りデータを修正します。次ページ参照

【入力エリア】

結果確認

【メッセージ例】



「入力」タブに戻り、修正を行います。インポート時の値から変更した箇所は赤字で表示されます。
修正内容を同符号部材の全てに反映させる場合「一括」ボタンをクリックし、反映させる修正箇所
へ☑を入れます。「反映実行」ボタンでクリックし、「検討結果」タブへ切り換えます。

入力データの修正

●【切り替え時エラーが生じた
場合のメッセージ例】

※ここでの例は、スラブ厚=0、積載荷重＝有
を入力しています。インポートしたときは「合
成梁の計算を行う」としたため、合成梁の計算
とスラブ拘束の有無を変更した例を示していま
す。
また、メッセージ内容に加えて、断面寸法の変
更も行った例としています。

[変更箇所]
・合成梁としての計算：☑ → □計算しない
・スラブ拘束の有無：☑ → □拘束なし
・断面寸法の変更

●【一括ボタン】を使用した一例



・検討部材リストは、計算を実行する小梁のリストです。このリスト上から削除しても配置した
部材が削除される訳ではありません。

検討部材リストの使い方

・検討部材リストから削除した部材を再度、検討部材リストへ戻すときは、モデルエリア内の
「検討リスト登録」を選択し、モデル図上で対象小梁をクリックするとリストへ反映できます。

・検討部材リストから削除した小梁は計算を行いません。

【検討リスト登録】ボタン

青色の小梁は検討部材リストに
登録していない小梁です

【モデルエリア】

【検討部材リスト】

【削除】ボタン



印刷する対象部材は「検討部材リスト」の「印刷」に☑がある部材を印刷します。
※初期設定は全て印刷します（印刷しない場合は☑を外します。）
上部メニューの [ファイル] ー「印刷」を選択します。
計算書Excelが起動します。

下記の「印刷」をクリックすると全選択・全解除が出来ます。

計算書出力

【検討部材リスト】



計算書は項目ごとにシートを分けて出力されます。シートを切り替えてご確認下さい。

計算書出力


